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１．概要 

 アルミニウムＯ材、Ｈ材の測定「アルミニウム材料の測定とデータ補正」、「ＯＤＦ解析のための準備」 

   で用意したＬａｂｏＴｅｘ向けデータのＬａｂｏＴｅｘでの解析方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＬａｂｏＴｅｘの起動 

  

  

３．新しいデータの解析 

  

 New sample/Projectで選択 

  

 Pathで EPFファイルを選択する。 

Versionが確認出来ます。14/03/16で  

Updateは契約書に記載されています。 

 



  

  

 LaboTexの defocusモードを外して、Createする。 

  

RUN－＞END でデータが LaboTex

画面に取り込まれる。 



 

４．ODF解析 

 ODF解析はメニューの碁盤の目をマウスクリック 

  

１／４対称操作 

 

RUN ODF CALCULATION で ODF計算が行われる。 

 

 

 

 



  

 解析結果の Errorが表示される。ENDで ODF図を表示 

   

  

 

 



５．手動で方位の確認 

 ODF図上のφ２＝０の方位密度のMax点をクリックする。 

  

 仮の(HKL)[VW]表示される。(HKL)[VW]分をクリックすると、 

  

 対称menberも表示される。OKで（HKL）[UVW]で計算された Euler角度位置に＋が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．再計算極点図の表示 

 メニュー部分を非選択にして、RPFを選択、極点図を選択 

   

  

７．逆極点図の表示 

  INVと 001,010,100を選択 

  

 ND=001,TD=010,RD=100である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算 

 ＯＤＦ図を表示させて、 をクリック 更に もクリック 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 可能性のある結晶方位が表示され、Ｓｔａｒｔで VolumeFraction計算が始まる。 

 今回は、O材と H材の比較を行うために、双方の可能性のある方位を含めて定量を行う。 

 VolumeFractionの計算は指定された方位位置の Euler角度と方位密度を振った計算の為 

 Errorが変化しなくなるまで繰り返すため、長時間を要す。 

 又、VolumeFraction計算したＯＤＦ図と入力極点図のＯＤＦ図を比較して、BataBase に 

 結晶方位を追加して Errorを下げることも同時に行う事も必要になります。 

 

  



９．Ａｌ－Ｏ材の VolumeFraction 計算 

 

  VolumeFractionが計算される。 

 左側は入力極点図から計算した ODF図      右側は、VoluemFractionから計算した ODF図

 

 

 ＯＤＦ図はＥｘｐｏｒｔ出来ます。 

 

 

 

 

 

 



 ９．１ ｛１１４｝＜－１－７２＞を追加した理由 

 {114}<-1-72>なしで定量を行い、再計算ＯＤＦ図をみると、オリジナルＯＤＦ図と異なります。 

  

 この異なる部分の方位{114}<-1-72>を DataBase追加して計算した結果 

 

 

良い結果になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．Ａｌ－Ｈ材の VolumeFraction計算 

 

 VolumeFractionが計算される。 

 左側は入力極点図から計算した ODF図       右側は、VoluemFractionから計算した ODF図 

 

ＯＤＦ図はＥｘｐｏｒｔ出来ます。 

 

 

 

 

 



１１．Ａｌ－Ｏ材とＡｌ－H材再計算極点図比較 

  

１２．Ａｌ－Ｏ材とＡｌ－H材の逆極点図比較 

  

１３．Ａｌ－Ｏ材とＡｌ－H材のＯＤＦ図比較 

  

 



１４．Ａｌ－Ｏ材とＡｌ－H材の VolumeFraction結果比較 

 ＣＴＲパッケージソフトウエアの CompareVolumeFrtaction で比較できます。 

  

 GrahDispで表示する。 

 

 

 

 



１５．VolumeFraction結果をＥｘｃｅｌへ 

 

ＴｅｘｔＤｉｓｐｌａｙでデータを表示 

  

  

 Saveで TEXTデータとしてｆｉｌｅを書きだします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．Ｅｘｃｅｌで開く 



  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１７．ＬａｂｏＴｅｘによりα―Ｆｉｂｅｒ比較 

 ＦＣＣのα－ｆｉｂｅｒ（１１０）//ＮＤは 

 φ２断面における、Φ＝４５のφ１が０－＞３５．０の分布である。 

 ＬａｂｏＴｅｘでは２Ｄ表示で実現している 

  

 

 Ａｌ－Ｏ材のＯＤＦ図から２Ｄに切り替え、表示する Euler角度を指定 

  

  Al-H材も選択で Al-Oと Al-Hのα-Fiber比較が可能になる。 

   

 

 

 



１８．ＯＤＦＥｘｐｏｒｔデータからβ－Ｆｉｂｅｒを表示 

 ＯＤＦ図の Exportは LaboTex-FileODF Export-Export(Phi1,Phi2,Phi)Fill rangeで行う 

  

 Al-O材、Al-H材の LaboTex-Cw以下に登録する。 

  

  

 

 

  



１９．ＣＴＲパッケージソフトウエアのＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで表示 

  

  

  

 Dislpayで ODF図を表示 

 

 

 メニュー-Fiber-FCC-β-Sskeletonでβ-fiberを表示 

 



  

  

 ファイルが作成され、表示される。 

  

  

 Al-H材も同様にβ-Fiber表示する。 

 

 



２０．ＣＴＲパッケージソフトウエアの FiberMultiDisplayで表示 

 

 

  


